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最近の印刷機の趨勢と31年度の展望

最近の印川機,粕こ輪転機ほ,ますます印刷速度の1ち■fi

仙･こr｢肌､つゝある√オフセ､ソト ダラビヤにおいても

H構であるが,粕こハ版においていちじるしい､すなわ

ち各新聞社間のほげし･い増山職汀･にユって新聞輪転機の

晶 化と椚設が情況になった=.~よたいま-まで二i二とL.て緋

聞社ガ甘瀾江-ていた週十川㍑滋,･般玖l川反社が手jl杵十

るようになって,二れらのl甘刷む引一受ける｢り川奈杜よ

り,書籍輪転機の高速化の要求が什加した..

-･方也装紙印川が故近と`くに盛になり,釈,セlプア∵

ン(菓子,化粧品,一般摘晶--)銀箔ぐシ:土■〔フイルム)なと

【/い多色刷を子~j:なうダラビヤ輪転機の′ぷ要が増大し

ている.ニー.

31年度において,l｣壱製作所憬詔崗減雄満目榊転機,

度書籍輪転機およびダラビヤ輪転機を多数製作L,斯

界をリードするとともに,二の分野において僻ト■1たる地

位を占めるに至った二

特筆すべき新鮎~J-i･ま-71■摘洩瀾闇輪転隊~.;■fi速腺一服瀾

転機および多色小型ダラビヤ輪転機であって,いずれも

の他製品ほもとよr),口立英作所が製作した既作機

よりもー{段と改良され･たきわめてすぐれた1i■川瀧機であ

る｡

とくに31年度よりその製作を開始した新聞輪転腰ほ,

きわめて快調に稼働中であり,従来機の常識を破る高

回転で しかも振動なく瀞粛で印刷面がき

ゴーフめて鮮明であることが高く評価されている._

高速度新聞輪転機

従来より8色オフセット輪転機,8色ダラビヤ輪転機

など各種輪転機を製作してきたが,31年度より,崗

新聞輪転機の製作を開始し,その第一一号機をれJヒ新報祉

に納入した｡

本機は常時最高速度において振動なく静粛なる運転が

でき印刷が鮮明であることを基本力針として設計され,

各所に各種輪転機製作の経験を十分清川した.〕なお工作

については最近多数設備された新鉱一二作機を十分駆使し

て,精度を上げることができたニノ

機はアーチ型新聞輪転機であって,給紙部にほ,

64吋幅巻板紙3本を装架するストーンリール,紙張力調

整用のランニング･ベルトおよび新つぎ川ペースト･カ

ットをそなえている.｡印刷邪牲版胴 抑胴各2木および

インキシリンダ,ゴムローラよりなり,補刷装躍ほ1烏

幅2基を有し,全頁にわたって移動することができる｡

折部には折畳装置2組がそなえられ,2,4,6,8貞のい

第1図 速 度 輪 転 機

ずれにも折畳んで排紙できるト協動淵は75HP巻緑型∵

狛汲温電動機 7.5HP籠形三相誘導電動機行1fr,およ

び減速装~rP'こよりなり,原動横軸への動力伝達は,特殊渠

~躍のついたⅤベルトを採川した-.速度制御ほオートトラ

ンスおよびドラム式コントローラにより行なう｡本機の

印刷速度ほ版胴および抑胴の何転数500rpm,紙の 行

度550Ⅰ可min,4頁新聞の場合1時間に120,000部と

いう高速である.｢

本機のおもな特長ほ,給紙部の紙継川ペーストカット

装躍,瀞電気除去矧札 人手と時間と危険を除去した給

紙邸より折那に至る口動紙通し装~軋 折部における微速

時の紙のたるみをのぞく紙張装置,取扱いと躁作をきわ

めて搾易にしたゴムローラリフタ装置,キャンバスの交

換が簡-?一作に行なえるキャンバス交換装閏,原動ブレーキ

に使用した電動油圧ブレーキ,安心､して連続i

続けることのできる全自動強制循環

がある｡J

川なと

包装紙印刷用8列半裁一色グラビヤ輪転機

美しい包装ほお客の購買慾を人いにそそるものであ

り,食料ポlをはじめ洋品,口川品,難賃品などほ最近す

べてきれいなセロファンやアルミ手戸7,包

れるようになってきた

純などiこ包ま

機ほこの穐の包装紙やセロフ

アンなどに｢l州jを行なうことにもつとも適した印刷機で

あり,1f_†で第･群,第二群に分割便刑のできる
一般向

の′J､型ダラビヤ輪転機であるしノ
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第2図 B列半戟4色グラビヤ輪転機

本機は,大日本印刷株式会社京都工場に納入したもの

で,4台の印刷ユニツ†と2本の巻取舵をかけられる第

一給紙機,1本の巻取紙をかけれる台車式の第二給紙

機,2本のリワインダを附属した放棄排紙機よりなる｡

第一給紙機より第ニュニットまでを第一群,第二給紙機

より枚菓排紙機までを第二群とし,それぞれを2色機と

して単独に運転することができる｡

第一給紙機は最大800¢の巻取舵がかけられ,PIV付

の3本ローラをそなえ,紙継ぎはコテ当板を使用して数

砂で行なうことができるほか,外側ほリワインダとして

使用できる｡第二給紙機は最大900¢の巻坂紙がかけら

れる｡印刷ユニットほ版胴周長400～800mmまで印刷可

能で,取扱本位に考えて機構を簡素化し操作を容易とし

た｡リワインダはフリクショこ/デスクを使用した型で,

ハンドルの操作により印刷中に回転数を変化させて使用

する｡また不要の際ほ停止させることもできる｡枚薬排

紙機は5枚コレク1､して,アオリ棒によって排紙され

る｡集積胴の拭くわえ爪のカッタ胴に対するタイミソグ

はウォームによって任意にかえられるので版胴周長にあ

った任意の寸法に切断することができる｡主電動機は超

分巻整流子電動機を使用し,第一･･群を5HP,第二群を

7.5HPとし,印刷速度は第一群が50～150rp皿,第二群

が67～200rpmであり,微速はそれぞれ最高回転の1/2｡で

ある｡速度調整は押釦によって昇速および,降速をおこ

ない,連結運転のとき

は,クラッチの操作に

よりリミットスイッチ

が働き,第一群の電動

機の電源を切り,押釦

も停止をのぞいて操作

不能とし第二群の電動

機および押釦によって

運転される｡第二群に

はエアークッショソ付

のターンバーが装備さ

れているので片面2色

のほか両面1色の印刷

第3図 高比重油川遠心

清浄機(6DPG-F型)

も叫能であり,このターンバーはどの位置にも移設する

ことができるので連結運転のときほ,表1色素3色,両

面2色,表3色裏1色の印刷もできる｡

31年度新製の遠心清浄機

遠心清浄機は層々の川途に対しそれぞれ特殊型を要求

されるが,D-F型遠心清浄機匿おいては｢粗悪重油用｣

およぴ~溶剤分館用｣を,KDO型遠心清浄機において

ほ舶肌 およ

えた.⊃

きのKDOS型を 作し好評を

粗悪重油用遠心清浄機(DP6→F型)

舶用ディーゼル燃料として使用される粗悪重油の清浄

は処理油が岳比重なため従来の標準ボウルでは完全な勉

理が困 ∈であった｡本機ほこれをこ適合した特殊なボウル

を使用し 高比

したものである｡

粗悪重油の安定した連続処理を可能と

溶剤分離用遠心清浄枚(DP-F型)

本機は化学工場の抽出工程における溶剤の分離を目的

としたもので,従来の機械的制動にかわり,特殊防爆ス

イッチを用いて電気的制動を行ない,また回転部との対

面こは特殊材料を使用するなど,発火の危険に対し十分

われている｡またパッキング類は特殊材質パ

ッキングが使用され,主要接液部はステンレスで製作さ

れている｡

舶用小型遠心清浄轢(KDO型)

本機は′J､型,軽便を特長としているが,この軽便性が

船内における一般油 の清浄用として好評をえ,可搬式

の起動器付にて納入され,船舶ノーi-ほして新用途を開拓L.

つつある｡

実験室用向け遠心清浄機(KDOS型)

KDO型清浄機の全接液部をステンレス

S型清浄機が

れた｡

としたKDO

験室,研究室川としてあたらしく製作さ

第4図 溶剤分離用遠心

清浄機(6DP-F塑)

第5国 舶用小型遠心

清浄機(KDO型)




